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く驀|〔軍ヽ二:

「地
域
に
貢
献
で
き
る
会
社
に
　
」

と
語
る
近
藤
開

一
社
長

皆
様
に
は
公
私
と
も
に
御
多
忙

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
社
工
場

概
略
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

ド
繊
維
で
つ
く
ら
れ
る

「絶
縁
ベ

製
造
方
法
に
は
ウ
ェ
ッ
ト
方
式

（湿
式
）
と
ド
ラ
イ
方
式
（乾
式
）

が
る
の
が
特
徴
で
す
。
七
月
に
は
、

特
許
申
請
を
経
て
い
ま
す
。
「帝
人
」

が
四
十
億
を
投
じ
て
来
年
十
月
に
、

化
学
の
面
で
需
要
が
大
き
く
前
途

の
規
模
は
約
二
千
耐
で
あ

っ
て
、

当
初
は

一
セ
ッ
ト
で
操
業
い
た
し

ま
す
が
、
引
き
続
い
て
ニ
セ
ッ
ト

を
増
設
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

市
浦
村
と
の
工
場
進
出
の
基
本
協

定
書
に
基
づ
い
て
作
業
を
進
め
さ

昨
年
、
全
国
中
小
企
業
の
大
会

が
あ
り
ま
し
た
。
若
年
層
の
地
元

会
の
満
場
の
決
議
を
い
た
だ
い
て
、

れ
を
信
し
て
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。

に
挑
戦
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、　
一
層

上
げ
ま
す
。
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5月 26日実施

生かされた
総含防災訓練

波
の
来
襲
、
火
災
の
発
生
を
想
定

し
た
市
浦
村
総
合
防
災
訓
練
が
行

害
応
急
対
策
の
確
立
及
び
防
災
知

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
村
消
防
団
、

消
防
署
員
、　
一
般
村
民
な
ど
約
二

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
同
倉
、
消
防
団
観
閲
式
も



(5)広 報ιチ4



広報ιチろ(6)

相
内
小
学
校

む́
木

造

町

立

向

陽

小

学

校

０

第

五

学

年

，
Ｉ

「
市

浦

」

＝

「
十

二

湖

Ｌ

十

二
．

０
青
森
市

Ｏ^
第
二
学
年

一む
市
浦
村
へ
は
以
前
、
バ
ー
ド
ウ

太
田
小
学
校

０

中

里

町

立

今

泉

小

学

校

脇
元
小
学
校

古 川 美 子



(7)広 報ιチろ

く
工

一中
会
社
員

②
五
所
川
原
市

⑬
学
校
事
務

０
こ
の
学
校
へ
来
て
子
供
の
元
気

一〇
教

頭

④

前

任

校

の
今

泉

小

学

校

と

は

、

村

を

経

験

し

た

こ
と

に
な

る

こ

我

０

五

所

川

原

市

立

栄

小

学

校

・②
弘

前

市

・０
第

二

学

年

中
十

三

小

学

校

に
着

任

し

て

、

早

市
浦
中
学
校

Ｏ
東
郡
今
別
町
立
今
別
中
学
校

②
小
泊
村

０
第
二
学
年
Ｂ
組
担
任

０
出
身
が
小
泊
村
と
い
う
こ
と
で

⑬
三
沢
市
立
堀
口
中
学
校

②
西
郡
木
造
町

③
第
二
学
年

十
三
小
学
校

■
中
里
町
立
今
泉
小
学
校

天 坂 徳 幸

佐 藤 ― 光西 山 淳 一



広報ιチろ(8)

野
一棄
・育
一苗
一施
一設
・等
に
二
・千
六
十
九
万
四
千
円
を
追
加

市浦村議会第 2回定例会が

6月 21日 から24日 まで開か

れました。

口
日
間
□

円
目
日
□

口
目
日
□

同
目
闇
□
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